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医
療
的
ケ
ア
児
の
移
送
に
つ
い
て
の
ワ
ー
キ
ン
グ

 
 
 

 
 
 

  
 

 
 

  

話
し
合
っ
た
内
容
・得
ら
れ
た
結
果

 
次
回
の
テ
ー
マ
・
新
た
な
課
題

 
今
後
の
方
向
性

 

 
医
療
の
進
歩
に
伴
い
、
医
療
依
存
度
の
高
い
児
童
も
早
期
に
退
院
し
在

 

宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
通

院
、
外
出
に
つ
い
て
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
遠
方
の
病
院
へ
の
通

院
の
際
、
移
動
に
か
か
る
時
間
が
長
時
間
に
わ
た
る
う
え
、
高
速
道
路
を

使
用
し
移
動
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
道
中
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
様

子
確
認
や
吸
引
等
の
医
療
的
ケ
ア
を
運
転
す
る
家
族
が
担
っ
て
お
り
、
不

安
や
負
担
感
が
大
き
い
の
が
現
状
で
す
。
 

令
和
３
年
に
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
 

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
他
地
域
や
他
県
に
お
い
て
は
、
既
存
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
た
め
の
支
援
制
度
を
新
た
に
開
始
し
て
い
ま

す
。
長
野
市
に
お
い
て
も
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
充
実
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
下
記
の
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
、
令
和
５
年
度
全
体
協
議
会
に
て
提

案
し
ま
し
た
。
 

○
「（
仮
）医
療
的
ケ
ア
児
通
院
時
同
行
支
援
事
業
（
案
）」

 

医
療
的
ケ
ア
児
が
通
院
す
る
際
に
、
看
護
職
員
等
が
同
行
す
る
こ
と
で
、

医
療
的
ケ
ア
を
伴
う
支
援
が
可
能
と
な
り
、
安
全
な
通
院
の
実
施
と
家
族
の

負
担
軽
減
を
図
る
。
 

現
在
、
令
和
７
年
度
中
の
事
業
開
始
に
向
け
て
障
害
福
祉
課
を

中
心
に
実
施
要
項
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
継
続
し
、
障
害
福
祉
課
や
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で
き
る
よ
う
協

力
し
て
い
き
ま
す
。
 

 ■
 
継
続

 

 ■
 
施
策
化

 

 

□
 
再
Ｗ
Ｇ
化

 

 □
 
終
結

 

   

※
提
出
先
：
長
野
市
障
害
ふ
く
し
ネ
ッ
ト
（
協
議
会
）
事
務
局

 
長
野
市
南
部
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
メ
ー
ル
：
fn

e
t@

h
y
n
e
t.

s
a
k
u
ra

.n
e
.j

p
 

テ
ー
マ

 
 
○
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
お
け
る
多
く
の
課
題
の
中
で
、
移
送
に
お
い
て
は
個
別
対
応
や
看
護
師
の
付
き
添
い
等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の

部
分
を
家
族
が
担
っ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

 


